立命館清和会100周年同窓会実施報告（総括と次年度に向けた課題）
平成24年（2012年）1月28日現在
立命館清和会役員会・行事委員会・昭和６２年会
Ⅰ：はじめに

　立命館中学・高等学校の前身である清和普通学校は、立命館大学（京都法政学校）の附属校として広小路の地に１９０５年に創立され、以来、幾度かの統廃合（商業学校の併設、夜間部の創設、工業学校の開設、第二中学校・第三中学校の設置、立命館神山中学・高校との併合など）を経て１９８８年には北大路から現在の深草へ移転し、これを契機に男女共学となった。２００５年の立命館中高創立１００周年には更なる飛躍を誓い、2010年度からは立命館小学校からの卒業生も迎えている。現在、母校・立命館中学・高等学校では１７００名の生徒が学び、立命館学園の一貫教育を支える学校として、次の展開を目指して、２０１３年に長岡京キャンパスへの移転を準備しているところである。

一方、同窓会組織である「立命館清和会」は１９１１年３月に挙行された第５回の卒業式を機に、在京の卒業生有志によって設立計画がされ、同年１１月に第１回総会が開催されている。現在は旧制・新制含む延べ１９校におよぶ学校の卒業生で構成されており、約３８０００人（物故者含む）を超える会員となっており、２００５年の学校創立１００周年を契機に始まった卒業２５年目を迎える学年が担当幹事として総会を企画・運営する方式も定着し、総会には毎年３００名を超える参加者を集めている。

　それらの歴史的な経過に支えられ、立命館清和会では、２０１１年１１月１９日（土）に、蹴上にあるウェスティン都ホテルにおいて、１０００名の参集のもと、「立命館清和会100周年同窓会」を開催した。「立命館清和会100周年同窓会」は、「来たれ！100年に一度の同窓会！！」をテーマに、この１００年への感謝と次の１００年への伝統継承・飛躍を胸に、母校と清和会の有機的で双方向な関係の構築、新たな同窓生の掘り起こし、青年部層の強化を目指して、取り組まれた。

　ここで、「立命館清和会100周年同窓会」を総括し、清和会組織のあり方、次回以降の同窓会開催に向けた教訓としたいと考える。

Ⅱ：開催に至るまでの経過

　１００周年同窓会の開催にあたっては、第９９期総会終了後から下準備を含めて、約１年４ヶ月の準備期間があったが、実際のスタートは２０１０年１０月１９日に開催した第１回役員会・第１回行事委員会を皮切りとしている。
　以降、最終の会議となる２０１１年１１月５日に開催した２０１１年度の常任幹事会、幹事会までに、役員会を８回、学年同窓会代表者会議を６回と例年の２倍となる回数を開催し、検討を繰り返した。当然ながら、行事委員会や当番学年会はそれらの回数以上に打ち合わせを重ねている。

　また、今年の特徴として、初めてクラブＯＢ・ＯＧ代表者・世話人会（２０１１年７月３０日）を開催したことは新たな清和会のあり方を感じさせるものであった。同会には、サッカー部、スキー部、陸上競技部、剣道部、軟式野球部、硬式野球部、フェンシング部、ヨット部、吹奏楽部、書道部、柔道部の計１１クラブの代表者が参加いただき、清和会のみならず学校とＯＢ会との関係構築に向けた新たな１歩となったと考える。
Ⅲ：実施概要

１．日時【２０１１年１１月１９日（土）１５：００～２０：４５】

例年の７月開催を１１月に変更して、５時間４５分と長時間にわたる開催となった。

２．場所【ウェスティン都ホテル】
　　１０００名の規模を収容できるとの条件で、ウェスティン都ホテルとグランヴィア京都ホテルの２つから選択をはかったが、見積り等を勘案のうえ、今回はウェスティン都ホテルを会場とした。
３．企画

（１）記念トークショーVOL.1

テーマ：「アースマラソン挑戦への秘話」

ゲスト：間　寛平

　　内　容：間氏によるアースマラソンや自身の健脚秘話を中心とした単独講演会

（２）記念トークショーVOL.２
　　テーマ：「私と立命館～リーダーシップと組織改革」

　　ゲスト：古田　敦也

　　内　容：古田氏と清和会初代SJT企画運営委員会委員長の久岡氏の掛け合いによるトークショー。進行は宮本英樹氏（S54年卒）。
（３）第100期総会

①オープニングアクト（校歌・生徒愛唱歌）
　卒業生でもあるばんばひろふみ氏（S43年卒）と現役の吹奏楽部の生徒４０名が校歌と生徒愛唱歌「GO AHEAD」をコラボレーション演奏。現役生の企画参加は史上初めてのことである。

②黙祷
　元会長竹上和夫様他この１年間でご逝去された方々および東北地方太平洋沖地

　震の犠牲となられた方々への黙祷。
③開会の辞・会長挨拶

布垣　豊会長からの開会の辞。
④来賓挨拶
川口清史立命館総長、田中　博校長、門川大作京都市長の３名より来賓祝辞。
⑤学年代表挨拶・SJT企画運営委員会発足決意表明

　田中一正昭和62年会代表からの御礼挨拶および久岡真紀子委員長を中心とし
たSJT企画運営委員会メンバーによるパフォーマンス・外国語も交えた決意表
明。また、ＳＪＴメンバーは当日特製ピンバッジを装着して、１００枚の名刺

交換を行った。
⑥議事　　
第１議題～第５議題を審議・満場一致で承認。特筆すべきは、平成年度卒業の
副会長、女性の副会長が就任したこと及び小中高の長岡京キャンパス移転に向けた寄付協力宣言を行ったことである。
第１議案：立命館清和会役員改選の件　　　　　 
第２議案：2010年度会務報告の件　　　　　　　

第３議案：2010年度決算報告、監査報告の件　　

第４議案：2011年度予算案の件　　　　　　　　

第５議案：長岡京キャンパス移転・学校創立110周年に向けた寄付等の協力宣言について

（４）１００周年大懇親会

①乾杯

長田理事長の乾杯発声で開演。
②最高齢参加者表彰

　　１００周年を迎えたことを諸先輩方に感謝して、時代を紡いで頂いた代表として、当日の参加の最高齢者：小川彦和氏（S20年卒）に表彰状と記念品：今井凌雪による「立命館」由来の掛軸を贈呈。

③恩師紹介
　当番学年である打田学市氏が作成されたパワーポイントによる恩師・現役教員

の紹介。
④ばんばひろふみ氏ミニコンサート
　「いちご白書をもう一度」などのヒット曲からなるミニコンサート
⑤100周年大抽選会
特賞のハワイ旅行、会長賞の電動自転車、中高校長賞のipad、小学校校長賞のブルーレイレコーダーをはじめ、参加タレントや同窓生、生協などから多くの景品の提供を受け、１００周年に相応しい豪華な抽選会となった。
	　
	賞名称
	賞品

	1
	清和会会長賞
	電動自転車

	2
	立命館理事長賞
	ワイン5000円×２本

	3
	立命館総長賞
	立命館百年史通史第１巻・第２巻

	4
	立命館中学校・高等学校校長賞
	iPad２

	5
	立命館小学校校長賞
	ブルーレイレコーダー（パナソニック）

	6
	間　寛平賞
	間　寛平グッズ（Tシャツなど21点）

	7
	古田敦也賞
	古田敦也グッズ（バット、ミット、プロテクターなど一式）

	8
	ばんばひろふみ賞
	ばんばひろふみグッズ（ＣＤ5枚とオリジナルＴシャツ）

	9
	清和会１００周年特賞
	ハワイ旅行券

	10
	清和会賞
	32型テレビ（REGZA)

	11
	清和会賞
	美顔スチーム器

	12
	６２年賞
	木乃婦コーディネート特別宴

	13
	６２年賞
	打田漬物１年分

	14
	ホテル賞（ウェスティン都ホテル）
	スウィートルーム1泊２食ペアー宿泊券

	15
	ホテル賞（ウェスティン都ホテル）
	デラックスペアー宿泊券　A

	16
	ホテル賞（ウェスティン都ホテル）
	デラックスペアー宿泊券　B

	17
	ホテル賞（ウェスティン都ホテル）
	中国料理四川ディナー券　A

	18
	ホテル賞（ウェスティン都ホテル）
	中国料理四川ディナー券　B

	19
	ホテル賞（ウェスティン都ホテル）
	中国料理四川ディナー券　C

	20
	清和会福袋賞
	清和会福袋（太陽ネクタイ・あおぞら監査法人・日本旅行）

	21
	立命館グッズ福袋賞
	立命館グッズ福袋(生協・クレオテック）

	22
	立命館グッズ福袋賞
	立命館グッズ福袋(生協・クレオテック）


⑥清和会杯授与

　飛び入り参加も含めた当日の参加者数により、第１位は昭和３２年会、第２位は昭和４３年会、第３位は昭和２６年会。昭和３２年会には清和会杯と副賞を贈呈。

⑦引継ぎ式
　昭和６２年会から昭和６３年会への引継ぎ式を行い、伝統と校旗が託された。昭和６２年会代表：田中氏からは清和会員、協力者各位への謝辞、昭和６３年会代表：西村光夫氏からは、次年度に向けた決意表明が述べられた。
⑧応援歌斉唱
　引継ぎ会の余韻そのままに、３０名が参加をしていた硬式野球部OB会の登壇、リードのもと、「グレーター立命」を斉唱。
⑨閉会の辞

齋藤　茂副会長による閉会の辞があり、次の１００年への決意を新たにした。
（５）100周年同窓会特別記念品

　　当番学年でもある「四代目：黒田宗傳」氏が、清和会１００周年にあたり特別制作した三膳箸を参加者に１０００本配布した。

Ⅳ：参加申込状況

参加申込の総計は１００６名となり、過去最大の参加規模となった。内訳は以下の通り。また、今年度の特徴として、クラブOB会・OG会代表者・世話人会が効を奏して、硬式野球部OB会３０名の参加をはじめ、スキー部やサッカー部、写真部等はクラブ単位での申込があった。

【内訳】来賓・恩師：１６３名（清和会員２１名含む）

清和会員：７４３名
家族会員：２３名
保護者：１８名
出演者：４５名（清和会員２名・生徒４０名含む）
事務局：１４名（清和会員２名含む）。

データ①：清和会員内訳７４３名（来賓・恩師、出演者、事務局の清和会員除く）
	年次
	
	年次
	
	年次
	

	昭和15年
	(1940年)
	
	昭和42年
	(1967年)
	24
	平成6年
	（1994年）
	4

	昭和16年
	(1941年)
	
	昭和43年
	(1968年)
	65

	平成7年
	(1995年)
	2

	昭和17年
	(1942年)
	
	昭和44年
	(1969年)
	7
	平成8年
	(1996年)
	7

	昭和18年
	(1943年)
	
	昭和45年
	(1970年)
	
4
	平成9年
	(1997年)
	

	昭和19年
	(1944年)
	
	昭和46年
	(1971年)
	11
	平成10年
	(1998年)
	3

	昭和20年
	(1945年)
	1
	昭和47年
	(1972年)
	15
	平成11年
	(1999年)
	6

	昭和21年
	(1946年)
	
	昭和48年
	(1973年)
	6
	平成12年
	(2000年)
	1

	昭和22年
	(1947年)
	
	昭和49年
	(1974年)
	18
	平成13年
	(2001年)
	1

	昭和23年
	(1948年)
	1
	昭和50年
	(1975年)
	19
	平成14年
	(2002年)
	4

	昭和24年
	(1949年)
	3
	昭和51年
	(1976年)
	5
	平成15年
	(2003年)
	1

	昭和25年
	(1950年)
	9
	昭和52年
	(1977年)
	4
	平成16年
	(2004年)
	7

	昭和26年
	(1951年)
	38
	昭和53年
	(1978年)
	2
	平成17年
	(2005年)
	2

	昭和27年
	(1952年)
	
1
	昭和54年
	(1979年)
	13
	平成18年
	（2006年）
	3

	昭和28年
	(1953年)
	14
	昭和55年
	(1980年)
	7
	平成19年
	(2007年)
	4

	昭和29年
	(1954年)
	
	昭和56年
	(1981年)
	3
	平成20年
	(2008年)
	18

	昭和30年
	(1955年)
	2
	昭和57年
	(1982年)
	9
	平成21年
	(2009年)
	14

	昭和31年
	(1956年)
	16
	昭和58年
	(1983年)
	2
	平成22年
	（2010年）
	31

	昭和32年
	(1957年)
	62
	昭和59年
	(1984年)
	5
	平成23年
	（2011年）
	20

	昭和33年
	(1958年)
	2
	昭和60年
	(1985年)
	15
	
	
	

	昭和34年
	(1959年)
	24
	昭和61年
	(1986年)
	13
	
	
	

	昭和35年
	(1960年)
	14
	昭和62年
	(1987年)
	76
	
	
	

	昭和36年
	(1961年)
	10
	昭和63年
	(1988年)
	13

	昭和37年
	(1962年)
	15
	平成1年
	(1989年)
	6

	昭和38年
	(1963年)
	4
	平成2年
	(1990年)
	3

	昭和39年
	(1964年)
	7
	平成3年
	(1991年)
	12

	昭和40年
	(1965年)
	5
	平成4年
	(1992年)
	3

	昭和41年
	(1966年)
	23
	平成5年
	(1993年)
	4

	データ②：各年代別など（対象者：清和会員７６８名）

	1.年代別
	
	
	
	
	
	
	
	

	　
	人数
	構成比
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	10代
	20
	3%
	
	
	
	
	
	

	20代
	92
	12%
	
	
	
	
	
	

	30代
	46
	6%
	
	
	
	
	
	

	40代
	151
	20%
	
	
	
	
	
	

	50代
	107
	14%
	
	
	
	
	
	

	60代
	165
	21%
	
	
	
	
	
	

	70代～
	187
	24%
	
	
	
	
	
	

	合計
	768
	100%
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　２０代が例年と比して、２倍に達したことはSJT企画運営委員会設置の効果と考える。
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	2．卒業キャンパス別
	
	
	
	
	
	
	

	　
	人数
	構成比
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	深草卒
	167
	22%
	
	
	
	
	
	

	北大路以前
	601
	78%
	
	
	
	
	
	

	合計
	768
	100%
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	　北大路学舎以前の卒業生：深草学舎の卒業生＝８：２の構成比となる。
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３．男女別
	
	
	
	
	
	
	
	

	　
	人数
	構成比
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	男
	701
	91%
	
	
	
	
	
	

	女
	67
	9%
	
	
	
	
	
	

	合計
	768
	100%
	
	
	
	
	
	

	男：女＝９：１の割合である。参考までに女子卒業生１期生（平成３年卒）は39歳の年齢を迎える。
	
	


　　男女比＝９：１の構成比となる。女性会員は平成３年卒業生（現在３９歳）からとなる。
Ⅴ：広報
1． 新聞広告
京都新聞全１５段カラー（２０１１年６月１６日）にて告知広告を掲載した。新聞広告協賛は１４２２万円のご協力を得た。内訳は以下の通り。
	【清和会】９３９万円

20万×13件＝260万

10万×18件＝180万
5万×34件＝170万
3万× 69件＝207万
1万× 122件＝122万     

【立命館学園】４８３万円　＊同窓会、PTAなど１９団体




２．チラシ・
　学校報「遊目」に同封のうえ、１７,５００部を配布した。
３．新聞広告協賛お願い
　学校報「遊目」に同封のうえ、１７,５００部を配布した。
４．PRツール（名刺型）

　名刺サイズの配布物２０００部を学年同窓会代表者会議にて配布した。
５．チケットパス

　　今年は参加券を少し大きめのチケットパスに変更し、懇親会時に世代を越えた会話が弾むように、在校時の所属クラブや趣味・特技などを自由に書ける欄を設けた。
６．ＳＪＴ企画運営委員会パンフレット

　　ＳＪＴの発足に合わして、パンフレットを２０００部作成し、当日配布した。今後
もＳＪＴの企画参加者や高校卒業式時に配布したい。
７．ＳＪＴ発行NEWSLETTER

　　現役の全教員を対象にニュースレターを発行し、教員の参加意識向上をはかった。
　
Ⅵ：決算
	【収入の部】

	
	

	　
	摘　　　　要
	金額

	参加費収入
	一般会員（10,000円・8,000円）、協賛者・学生会員（5,000円）
	6,202,000

	寄付金収入
	寄付協賛金、お祝金、DVD販売
	1,942,000

	賛助広告協賛金収入
	新聞広告収入
	14,220,000

	一般会計からの戻入収入
	今年は戻入なし
	0

	　
	　
	　

	　
	合計(①）
	22,364,000

	　
	
	

	【支出の部】

	
	

	　
	摘　　　　要
	　

	ホテル等会場費
	会場借料・飲食・記録映像・託児所等
	10,227,421

	企画運営費
	特別記念企画経費（記念講演・100周年記念品）通常企画経費・抽選会等景品
	7,368,171

	広報費
	京都新聞等広告協賛に付随する業務（大広関西）
	3,843,000

	通信費
	総会案内やチケット送付にかかる郵送費等
	104,832

	その他諸経費・雑費
	当番学年の当日昼食等
	16,637

	　
	　
	　

	　
	合計（②）
	21,560,061

	
	
	

	
	収支合計（①-②）
	803,939


Ⅶ：今後の検討課題

1． 開催日時の課題

　大学生会員の活性化を目的にSJT企画運営委員会を発足するに伴い、多くの大学生が参加をしたが、清和会が従来開催する７月は大学の試験期間にあたり、今後も大学生会員が参加し易い状況を整備するなら、清和会の開催時期を一考する余地がある。　　

また、クラブOB・OG会世話人会でも指摘されたが、総会を開催する日程を毎年固定化し、それを浸透させる努力が必要である。クラブOB総会なども調査し、相乗り開催し易い日程を設定することも一案である。

2． 開催場所の課題

　基本的にホテルとなるが、料理は１名あたり８千円となっており、予算の圧迫化をしていることは事実である。参加者の年齢からも着席であることが望ましいが、予算との兼ね合いを見た会場設定も大事な視点である。また、深草から長岡京に移転する２０１３年には深草学舎を使用することも検討すべきである。

　母校には長岡京移転後は清和会との距離をさらに縮める為にも、キャンパス内での飲食が出来る場所を含めた提供をお願いしたい。

3． 企画の課題
　これまでも、円山公園でのイベント、記念DVDの作製、タレント・著名同窓生の講演などが企画されてきたが、同窓生参加型の企画や同窓生自らが出演者となる企画の開催も期待したい。また、１００周年では現役の生徒が初めて参加したが、吹奏楽部だけでなく、智恵を絞り、様々な連携は是非とも続けていくべきである。

　

4． 動員の課題

　各学年幹事のさらなる奮闘はもとより、これには４つの大きな課題があると考える。一つは学年同窓会代表者会議の活性化である。一筋縄では行かないが、SJT企画運営委員会の発足により、若手会員の会議参加意識の向上の土壌が出来たことを期待するとともに、当番学年を経験した学年の継続的な協力姿勢を保つことにより、徐々に総会参加者の増大に繋がると考える。
　二つ目は、清和会員である学園教職員と中高の現役教員の積極的な参加である。とりわけ、大学生会員や若手会員の参加を増やす為には、現役教員の参加が必要である。母校の協力を切にお願いしたい。

　三点目は、子育て世代（女性会員は平成３年卒から）が家族で参加できる企画や雰囲気づくりも大切であると考える。
　四点目は他の中学に進学した小学校卒業生会員との関係をどのように築いていくかを小学校とともに考えていく必要がある。

5． 広報の課題
　今回は参加チケットと新聞広告協賛の振込を分けたことによる混乱を生じた。同窓会チラシと新聞広告協賛のお願いを１枚にすべきと考える。

　新聞広告については今の方法で良いのかを一度見直す必要があるのではないか。確かに同窓会開催にあたっての収入の屋台骨であるが、だからこそこの間の効果などを総括し、毎年持続可能な方法などを検討してみるべきである。
　また、参加チケットパスについては、今回の大きめのモノが好評を博したので、継続すべきと考える。
６．予算の課題
まずは会場・飲食費と参加費の問題である。ホテルで開催した場合、１名あたりの飲食代は通常８，０００円で、学生会員（５，０００円）の参加が増えれば増える程赤字となり、それを４２歳以上の青年層・年配層が支える構造となっている。それでもなお足りない部分を新聞広告協賛で補う形となっているので、参加費の金額設定、有益な広報戦略・ツール、この永遠の課題については、一度予算の構造的な見直しを含めて検討する必要があると考える。
7． 学校・事務局との連携の課題

　今年は100周年との特別な年であり、行事委員会、当番学年会と学校および事務局が本当の意味でのタッグを組むことができた。今回は動員にあたっても、協賛金にあたっても母校、立命館学園全体での協力が無ければ成し得なかったものと考える。

当番学年も日中は仕事があり、なかなか時間が自由になる者も少ない。その意味でも今回芽生えた連携関係を更に強化をはかれる体制構築を母校にはお願いをしたい。
Ⅷ：さいごに
　立命館清和会100周年同窓会は1000名の参加を得て、盛況のうち終了した。平成卒業、女性の初の副会長が就任し、大学生会員および現役の生徒に清和会の声が届く「SJT企画運営委員会」が発足したことは大きな転換期と考える。

　また、現役の生徒が初めて参加したこと、新聞広告協賛の依頼を通じて会員相互の広がりを見せたことも次の１００年への発展を期待させるものであった。

　一方、年配層、大学生層には新たな絆を紡ぐことができたが、深草キャンパス前半期の卒業生（平成元年～平成１０年代）の参加が少なかったことは大きな課題として残った。女性層、子育て世代への広報強化、参加したい・楽しい同窓会を目指すことも必要となる。

　次の100年のスタートに目を向けると、次年度は北大路学舎最後の卒業生が当番学年を努め、2013年同窓会では深草キャンパスの初代卒業生が、2014年には長岡京キャンパス移転が終了しており新たな清和会同窓会のあり方も期待される。2015年には男女共学１期生が当番学年を努め、折りしも、母校は創立110周年を迎えるとともに、小中高の一貫教育の完成年度（小中高を立命館学園で過ごした初めての卒業生輩出）を迎える。
　今回、参加動員、新聞広告協賛にあたっては母校をはじめ立命館学園全体から多大な協力を頂いたが、ここ数年は母校、清和会、双方に大きな改革期・発展期の節目を迎えている。小中高、清和会の連携が更に強固なものになり、母校のさらなる発展を祈念したい。
　最後となるが、母校関係者、立命館学園関係者、全ての清和会会員に感謝して結びとしたい。
以　上

